
 

【実施内容】 

利用者が安全安心に、かつ快適に白山会館を利用できるよう新型コロナウイルス感染症

対策を講じながら、適切な管理運営を行う。 

 

○市民啓発事業  353 

【目的】 

人権を考える講話会や各機関及び団体等が主催する人権・同和問題に関する研修会へ講

師を派遣し、市民が同和問題を始めとする人権問題に対して正しい理解と認識を深めると

ともに、差別意識の払拭を図ることで、基本的人権が真に保障される地域社会の実現を目

指す。 

 

【4 年度目標】 

・市内の 17 小学校区で人権を考える講話会を開催する。 

 

【実施内容】 

・市内各小学校区を単位として、保護者や地域住民に対して人権を考える講話会を開催す

る。全ての小学校区を 3年間で一巡する計画で実施する（6巡目の 2年度）。 

・各機関及び団体等が主催する人権・同和問題に関する研修会の講師として、社会教育指

導員を派遣する。 

・人権・同和問題に関する各種研修会に白山会館運営委員や職員が参加し、人権意識の向

上を図る。 
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歳出科目（Ｐ310～Ｐ311） 10 款 5 項 1 目 社会教育総務費 

単位：千円 

事    業    名 本 年 度 前 年 度 比   較 

青少年教育活動事業 10,663 10,983 △320 

  

主 な 財 源 主 な 経 費 

県支出金      2,583 

財産収入      4,260 

諸収入        880 

一般財源       2,940 報酬        1,319 

報償費       1,781 

委託料       1,733 

使用料及び賃借料  1,630 

負担金補助及び交付金 

1,895 

 

○地域学校協働本部事業  3,888 

【目的】 

青少年の健全育成と地域の教育力の向上を図るため、学校、家庭及び地域がそれぞれの

役割と責任を自覚し、相互の連携及び協働を推進するための様々な仕組みづくりを進める。 

 

【4 年度目標】 

学校と地域との調整役となる地域学校協働活動推進員（地域コーディネーター）の資質

向上に取り組み、各地域青少年育成会議における学校と地域との連携・協働活動を促進す

る。 

 

【実施内容】 

・地域学校協働活動推進員（地域コーディネーター）の資質向上のため、新任者研修、実

務者研修及び意見交換会を開催する。 

・青少年が地域の大人と共に地域の課題や魅力を再確認し、地域の活性化等につなげる機

会とするため、各地域で「地域青少年まちづくりワークショップ」を開催する。 

・地域青少年育成会議と地区公民館の事業連携により効果的な事業実施を推進する。 

 

○謙信ＫＩＤＳプロジェクト  5,140 

【目的】 

ふるさと上越の魅力ある体験活動を通して、学ぶ意欲やふるさとを愛する心を育成する

とともに、地域の資源や人材をいかし、グローバル社会に生きる力を育てる。 

 

【4 年度目標】 

参加者の自己目標達成度：95％以上 

 

【実施内容】 

・未来を支える人づくりのため、市内の小学生を対象に、豊富な地域の資源や人材を活用

した体験活動を通じて、子どもたちの豊かな心を育む。 

・講座に参加する子ども同士の交流活動を通じて学校外の仲間づくりを推進する。 

・日々の生活を支える電気や水道などの仕組みを学ぶ「ライフライン」、情報化社会におい

て必要とされる技能を学ぶ「プログラミング（初心者編・応用編）」など、17 講座 22 コ

ースを行う。 
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○各種団体補助金  1,635 

【目的】 

青少年の健全育成に関わる団体に補助金を交付し、活動の活性化を図ることにより、青

少年の健全育成を推進する。 

 

【4 年度目標】 

・上越市小中学校ＰＴＡ連絡協議会が行う事業を支援し、団体の自立を促すとともに、家

庭・学校及び単位ＰＴＡ相互の連携強化と地域の教育力の向上を図る。 

・子ども交流活動支援事業補助金について十分な周知を図り、利用の促進につなげる。 

 

【実施内容】 

・上越市小中学校ＰＴＡ連絡協議会補助金  1,355 

上越市小中学校ＰＴＡ連絡協議会が行う事業を支援する。 

・岩内町交流事業補助金  40 

上越市子ども会連絡協議会が行う北海道岩内町児童との姉妹都市交流事業を支援する。 

・子ども交流活動支援事業補助金  240 

町内会単位の子ども会や地区単位の子ども会連絡協議会、地域青少年育成会議等が行

う異学年交流や地域交流等の促進を図り、ひいてはリーダー育成につながる活動を支援

する。 
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歳出科目（Ｐ310～Ｐ311） 10 款 5 項 1 目 社会教育総務費 

単位：千円 

事    業    名 本 年 度 前 年 度 比   較 

社会教育指導員設置費 10,354 9,828 526 

  

主 な 財 源 主 な 経 費 

一般財源      10,354  

 

 

報酬        7,311 

職員手当等     1,257 

共済費       1,536 

旅費         206 

使用料及び賃借料    44 

 

【目的】 

社会教育指導員を配置し、青少年教育や社会同和教育などの事業に携わる活動団体及び

職員への指導や助言、学習相談、団体育成等を行い、社会教育の推進を図る。 

 

【実施内容】 

社会教育分野における事業の指導、相談等に従事する社会教育指導員を配置する。 

・人  数 4 人 

・担当事業 

⑴ 青少年教育活動事業 

謙信ＫＩＤＳプロジェクト等の青少年教育に関する事業の企画・運営、改善に向

けた指導・助言など 

⑵  社会同和教育事業 

現地学習会や人権を考える講話会、白山会館開館 50 周年記念事業等の市民啓発活

動や運営など 

-117-



 

歳出科目（Ｐ310～Ｐ311） 10 款 5 項 1 目 社会教育総務費 

単位：千円 

事    業    名 本 年 度 前 年 度 比   較 

社会教育推進費 3,766 3,502 264 

  

主 な 財 源 主 な 経 費 

一般財源       3,766  

 

報酬          270 

旅費          187 

需用費          10 

使用料及び賃借料    7 

負担金補助及び交付金 

3,292 

 

○社会教育委員  621 

【目的】 

社会教育委員による調査・研究や提言などを通して、当市における社会教育を推進する。 

 

【実施内容】 

社会教育委員による評価や提言などを社会教育事業に反映させる。 

・職 務 教育委員会等が実施する各種社会教育事業への参画や調査・研究、各種研修

会への参加等の幅広い活動を通して、社会教育に関する提言等を行う。 

・委員数 20 人 

※公民館における各種事業の企画実施に関し、必要に応じて調査審議する公民館運営

審議会委員を兼任 

 

○上越地区広域視聴覚教育協議会負担金  3,145 

【目的】 

視聴覚教育の発展と普及を目指した活動を行っている上越地区広域視聴覚教育協議会

（構成市：上越市、糸魚川市、妙高市）の運営を支援する。 

 

【実施内容】 

上越市、糸魚川市及び妙高市の 3 市で設置している上越地区広域視聴覚教育協議会の円

滑な運営及び視聴覚教育の振興を支援する。 
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歳出科目（Ｐ312～Ｐ313） 10 款 5 項 1 目 社会教育総務費 

単位：千円 

事    業    名 本 年 度 前 年 度 比   較 

生涯学習推進事業 2,373 2,195 178 

  

主 な 財 源 主 な 経 費 

一般財源      2,373  報酬        1,319 

共済費        293 

旅費         144 

需用費         72 

役務費         36 

負担金補助及び交付金 200 

 

○学習情報提供事業等  2,163 

【目的】 

学習機会や指導者等の情報を提供することにより、市民の自主的・自発的な学習活動を

支援し、生涯にわたる学習活動の充実を図る。 

 

【4 年度目標】 

・様々な分野で活動している団体や指導者の情報を収集し、市民に提供することで、市民

の自主的、自発的な学習活動を支援する。 

・多様な学習機会の場を提供できる生涯学習団体の新規登録数を 8団体以上とする。 

 

【実施内容】 

市内で活動する団体・サークル、各種講座の指導者等の情報を収集し、市ホームページ

等を通じて広く市民に提供する。 

 

○上越市民芸能祭  210 

【目的】 

市民に芸能学習活動の成果を発表する場や鑑賞の機会を提供し、芸術や文化活動の振興

を図る。 

 

【4 年度目標】 

・市民芸能祭の開催を通じて多様な芸能に触れる機会を提供する。 

・参加団体数：104 団体 

 

【実施内容】 

上越市民芸能祭協議会と共催し、各部門が「つどい」を開催する。 

部 門 開催日 会 場 

洋舞  5 月 28 日（土） 上越文化会館 

民謡・民舞  6 月 12 日（日） リージョンプラザ上越 

合唱  7 月 10 日（日） 上越文化会館 

古典芸能 11 月 13 日（日） リージョンプラザ上越 

フラダンス・よさこい 11 月 13 日（日） 上越文化会館 
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歳出科目（Ｐ312～Ｐ313） 10 款 5 項 1 目 社会教育総務費 

単位：千円 

事    業    名 本 年 度 前 年 度 比   較 

美術展覧会事業 6,141 6,198 △57 

  

主 な 財 源 主 な 経 費 

使用料及び手数料   652 

一般財源       5,489 

 報酬          161 

報償費       1,510 

旅費         200 

需用費       1,002 

委託料       2,774 

負担金補助及び交付金 300 

 

○新潟県美術展覧会上越展事業  731 

【目的】 

市における美術・芸術文化の振興を図るため、新潟県美術展覧会上越展を開催する。 

 

【4 年度目標】 

・歴史と伝統を持つ県内最大の公募展の巡回展を市内で開催し、市民が優れた美術・芸術

文化に触れることのできる機会を提供する。 

・入場者数：1,800 人 

 

【実施内容】 

  第 76 回新潟県美術展覧会上越展を開催する。 

会 期 令和 4年 6月 22 日(水)～6 月 26 日(日)  

会 場 教育プラザ体育館  

主 催 新潟日報社、新潟県、新潟県教育委員会、上越市教育委員会ほか  

 

○上越市美術展覧会事業  5,410 

【目的】 

市民に美術・芸術活動の成果を発表する場や鑑賞の機会を提供し、美術・芸術文化の振

興を図る。 

 

【4 年度目標】 

・市民の美術への関心を高め、若年層を含めた出品者及び来場者の増加につなげる。 

・出品者数：290 人 

  

【実施内容】 

・第 51 回上越市美術展覧会を開催する。 

会 期 令和 4年 10 月 2日（日）～10 月 10 日（月・祝）  

会 場 高田城址公園オーレンプラザ、ミュゼ雪小町  

入 賞 市展賞、優秀賞、奨励賞、新潟日報美術振興賞 

・日本画、洋画・版画、彫刻・立体造形、工芸・グラフィックデザイン、書道、写真の 6部

門において作品を広く公募し、全国で活躍する審査員による作品審査を行う。 
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歳出科目（Ｐ312～Ｐ313） 10 款 5 項 1 目 社会教育総務費 

単位：千円 

事    業    名 本 年 度 前 年 度 比   較 

上越清里星のふるさと館管理運営費 19,043 18,345 698 

  

主 な 財 源 主 な 経 費 

使用料及び手数料  1,611 

諸収入           218 

一般財源      17,214 

 

 

報酬        5,431 

共済費        509 

旅費         728 

需用費        3,682 

委託料        2,262 

使用料及び賃借料  5,598 

 

【目的】 

・天体観測及び天文に関する資料の展示等を通じて科学に触れ、学ぶ機会を提供する。 

・体験学習の施設として、生涯学習の振興と青少年の健全育成に寄与する。 

 

【4 年度目標】 

・施設を活用した天体観測やデジタルプラネタリウム及び全天周番組の上映等を通じて、

天文への関心を高め生涯学習振興につなげる。 

・入館者数：7,000 人 

（令和元年度：7,572 人、令和 2年度：3,045 人、令和 3年度：6,815 人） 

 

【実施内容】 

・天体観測やプラネタリウム上映を通じて、太陽系を始めとする宇宙の知識を深める機会

を提供する。 

・保育園・幼稚園向けのプラネタリウム企画のほか、小中学校等の要望に応え、理科の   

授業に対応した学習プラネタリウムの投影を行う。 

・県指定文化財「櫛池の隕石」の価値と貴重性を再認識する機会を提供するため、関連   

資料の充実を図る。 

・天文に関する学びのきっかけを提供するため、季節や天文現象に合わせた観望会や出前

講座を実施する。 

・利用者が安全安心に、かつ快適に利用できるように、新型コロナウイルス感染症対策を

講じながら、適切な管理運営を行う。 

 

【施設の概要】 

所 在 地 清里区青柳 3436 番地 2 

構 造 等 鉄骨・一部鉄筋コンクリート造 5階建て 延床面積 770.77 ㎡ 

施設内容 
口径 650mm 天体望遠鏡、プラネタリウム 52 席、県指定文化財「櫛池の隕石」

の展示 

開館時間 
午前 10 時～午後 5時 

土曜日及び 5・6・8・9・10 月の金曜日は、午後 10 時まで 

休 館 日 火曜日（休日の場合は翌日）、12月 1 日～翌年 3月 31 日 
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歳出科目（Ｐ312～Ｐ313） 10 款 5 項 1 目 社会教育総務費 

単位：千円 

事    業    名 本 年 度 前 年 度 比   較 

ユートピアくびき管理運営費 66,720 61,400 5,320 

  

主 な 財 源 主 な 経 費 

使用料及び手数料  2,112 

財産収入            301 

諸収入             87 

一般財源      64,220 

 

 

報酬         28,961 

共済費        2,071 

旅費            1,184 

需用費             16,168 

委託料              7,434 

使用料及び賃借料  4,646 

 

【目的】 

多様な生涯学習活動の場を提供することにより、市民の文化・レクリエーション活動の

振興を図り、魅力ある地域社会の形成に資するため、施設の管理運営を行う。 

 

【実施内容】 

利用者が安全安心に、かつ快適に利用できるように、新型コロナウイルス感染症対策を

講じながら、適切な管理運営を行う。 

 

【施設の概要】 

希望館 

所 在 地 頸城区百間町 716 番地 

構 造 等 鉄筋コンクリート造 4階建て 延床面積 5,863.07 ㎡ 

施設内容 

ホール…多目的ホール、控室、音楽室 

会議室…企画ルーム、第 1・第 2・第 3会議室、第 1・第 2研修室 

機能室…生活工房 A・B、美術工芸室 

保健棟…トレーニングルーム、機能回復室、健康相談室 

福祉棟…無憂の間、和室Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、浴室、趣味の創作室等 

開館時間 午前 9時～午後 10 時 

休 館 日 月曜日、休日の翌日、12 月 29 日～翌年 1月 3日 

 ※福祉棟の浴室は令和 3年 4月 1日から休止中 

※希望館以外の体育施設については、体育施設管理運営費から支出 
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歳出科目（Ｐ314～Ｐ315） 10 款 5 項 1 目 社会教育総務費 

単位：千円 

事    業    名 本 年 度 前 年 度 比   較 

はーとぴあ中郷管理運営費 20,774 17,678 3,096 

  

主 な 財 源 主 な 経 費 

使用料及び手数料   557 

財産収入        31 

諸収入         38 

一般財源      20,148 

 

 

給料        1,754 

職員手当等      495 

共済費        503 

需用費        6,800 

委託料       10,338 

使用料及び賃借料   391 

 

【目的】 

市民の教養と文化の向上及び生涯学習の振興を図り、魅力ある地域社会の形成に資する

ため、施設の管理運営を行う。 

 

【実施内容】 

  利用者が安全安心に、かつ快適に利用できるように、新型コロナウイルス感染症対策を

講じながら、適切な管理運営を行う。 

 

【施設の概要】 

所 在 地 中郷区二本木 1763 番地 

構 造 等 鉄筋コンクリート造 3階建て一部 2階建て 延床面積 2,846.30 ㎡ 

施設内容 

学習棟…研修室、創作室、学習室、和室等 

ホール棟…ホール、楽屋、レッスン室 

車庫棟…陶芸工房、陶芸作業室 

開館時間 午前 9時～午後 10 時（午後 7時以降は予約状況に応じて閉館） 

休 館 日 月曜日（休日の場合は翌日）、12月 29 日～翌年 1月 3日 
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歳出科目（Ｐ314～Ｐ315） 10 款 5 項 1 目 社会教育総務費 

単位：千円 

事    業    名 本 年 度 前 年 度 比   較 

生涯学習センター管理運営費 23,398 20,944 2,454 

  

主 な 財 源 主 な 経 費 

使用料及び手数料   287 

諸収入         709 

一般財源      22,402 

 

 

 

報酬        5,711 

共済費       1,161 

需用費        6,430 

委託料       5,443 

使用料及び賃借料    896 

工事請負費     1,940 

 

【目的】 

地域における生涯学習及び生涯スポーツを推進し、生活文化の振興を図るため、地域生

涯学習センターの管理運営を行う。 

 

【実施内容】 

  利用者が安全安心に、かつ快適に利用できるように、新型コロナウイルス感染症対策を

講じながら、適切な管理運営を行う。 

 

【施設の概要】  

施設名 所在地 構造等 主な施設内容 開館時間・休館日 

中 川 
安塚区 
坊金 1066 番地 2 

鉄筋コンクリート造 
延床面積 1,229.0 ㎡ 

会議室、研修室、 
ふれあい交流室 

午前 8時 30 分～ 
午後 10 時 
休館日：なし 

伏 野 
安塚区 
真荻平2793番地 

鉄筋コンクリート造 
延床面積 376.0 ㎡ 

調理実習室、研
修室 

菱 里 
安塚区 
円平坊 941 番地 

鉄骨造、鉄筋コンク
リート造 
延床面積 2,800.0 ㎡ 

体育館、会議室、 
視聴覚室 

須 川 
安塚区 
須川 9005 番地 

鉄骨造 
延床面積 545.0 ㎡ 

体育館 

大 島 
大島区 
仁上 5607 番地 

鉄骨造、鉄筋コンク
リート造 
延床面積 700.77 ㎡ 

ゲートボールコ
ート、研修室 

吉川旭 
吉川区 
梶 257 番地 2 

鉄骨造、鉄筋コンク
リート造 
延床面積 676.0 ㎡ 

体育館 

源 
吉川区 
山直海801番地1 

鉄骨造、鉄筋コンク
リート造 
延床面積 1,989.0 ㎡ 

会議室、工作室、 
体育館 

片 貝 
中郷区 
片貝 92 番地 2 

鉄骨造 
延床面積 794.34 ㎡ 

体育館 

櫛 池 
清里区 
棚田 525 番地 1 

鉄骨造、鉄筋コンク
リート造 
延床面積2,604.57㎡ 

体育館、会議室 

不 動 
名立区 
瀬戸 722 番地 

鉄骨造、鉄筋コンク
リート造、木造 
延床面積 1,422.0 ㎡ 

体育館、会議室、 
ふれあいルーム 
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歳出科目（Ｐ314～Ｐ315） 10 款 5 項 1 目 社会教育総務費 

単位：千円 

事    業    名 本 年 度 前 年 度 比   較 

野外活動施設管理運営費 2,532 1,850 682 

  

主 な 財 源 主 な 経 費 

一般財源          2,532  需用費        682 

委託料        1,850 

 

 

【目的】 

大潟野外活動施設において、市民の余暇活動や青少年の健全育成を推進するため、施設

の管理運営を行う。 

 

【実施内容】 

 ・利用者が安全安心に、かつ快適に利用できるように、新型コロナウイルス感染症対策を

講じながら、適切な管理運営を行う。 

 ・指定管理者による管理 

団 体 名 大潟観光協会 

所 在 地 大潟区四ツ屋浜 574 番地 

指定期間 平成 31年 4 月 1日から令和 6年 3月 31 日まで（5年間） 

・施設の概要 

所 在 地 大潟区四ツ屋浜 580 番地 1 

敷地面積 24,000 ㎡ 

施設内容 キャンプ場、ジョギング道路、運動広場、トリム施設、中央管理棟、東屋 

利用時間 
午前 9時～午後 5時（キャンプ場は午後 10 時まで） 

キャンプ場の宿泊利用は午後 1時～翌日午前 10時 

休 場 日 月曜日（休日の場合は翌日）、11月 1 日～翌年 3月 31 日 
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歳出科目（Ｐ314～Ｐ315） 10 款 5 項 1 目 社会教育総務費 

単位：千円 

事    業    名 本 年 度 前 年 度 比   較 

七ケ地区コミュニティセンター管理運

営費 
627 2,032 △1,405 

  

主 な 財 源 主 な 経 費 

使用料及び手数料   268 

諸収入          9 

一般財源        350 

 

 

報償費           73 

需用費          371 

役務費              9 

委託料           150 

使用料及び賃借料       21 

負担金補助及び交付金  3 

 

【目的】 

集会、学習、レクリエーション活動などの多目的な活動の場を提供し、地域住民の生活

文化の向上に寄与するため、施設の管理運営を行う。 

 

【実施内容】 

利用者が安全安心に、かつ快適に利用できるように、新型コロナウイルス感染症対策を

講じながら、適切な管理運営を行う。 

 

【施設の概要】 

 

所 在 地 柿崎区金谷 428 番地 1 

構 造 等 木造 2階建て 延床面積 242.58 ㎡ 

施設内容 会議室（大会議室、小会議室）、集会室、調理実習室 

利用時間 午前 8時 30 分～午後 10時 

休 館 日 12 月 29 日～翌年 1月 3日 
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単位：千円 

事    業    名 本 年 度 前 年 度 比   較 

上越科学館管理運営費 70,664 69,118 1,546 

  

主 な 財 源 主 な 経 費 

一般財源       70,664  需用費        3,897 

委託料       64,954 

使用料及び賃借料   1,813 

 

 

【目的】 

市民の自然科学に関する教養を深め文化向上に寄与するため、上越科学館の管理運営を

行う。 

 

【4 年度目標】 

・市民が自然科学に親しみを持ち、学びを深めることができるよう質の高い事業及びサー

ビスを提供する。 

・年間利用者：77,000 人 

（令和元年度：103,420 人、令和 2年度：35,172 人、令和 3年度見込み：53,600 人） 

 

【実施内容】 

・指定管理者が有する知見や専門性をいかして、質の高い事業及びサービスを提供する。 

・施設利用者及び事業の参加者が安全安心に利用できるように、新型コロナウイルス感染 

症対策を講じながら、施設の適切な管理運営を行う。 

・指定管理者による管理 

団 体 名 新東産業 株式会社 

所 在 地 東京都渋谷区渋谷 2丁目 12 番 19 号 

指定期間 令和 4年 4月 1日から令和 9年 3月 31 日まで（5年間） 

事業内容 
自然観察教室、科学工作教室、サイエンスショー、発明工夫・模型・工作展、

標本作品展、特別展、出前授業、体験教室など 

・施設の概要 

所 在 地 下門前 446 番地 2 

構 造 等 鉄骨鉄筋コンクリート造 2階建て 延床面積 4,351 ㎡ 

展 示 等 

「人間の科学」と「雪の科学」を基本テーマとした 9つのゾーンからなり、

常設展示物のほか、サイエンスプレイパーク、低温実験室、実験工作室など

の設備を有する。 

開館時間 午前 9時～午後 5時（夏期特別展期間中は～午後 6時） 

休 館 日 月曜日（休日の場合は翌日）、休日の翌日、12月 29 日～翌年 1月 1日 

入 館 料 

未就学児童 無料、小中学生 310 円（230 円）、一般 620 円（460 円） 

※（ ）内は団体（20人以上）料金 

年間入館券は、小中学生 780 円、一般 1,550 円 

 

歳出科目（Ｐ314～Ｐ315） 10 款 5 項 1 目 社会教育総務費 

-127-



 

歳出科目（Ｐ316～Ｐ317） 10 款 5 項 2 目 公民館費 

単位：千円 

事    業    名 本 年 度 前 年 度 比   較 

公民館事業 73,554 65,702 7,852 

  

主 な 財 源 主 な 経 費 

財産収入        214 

繰入金        1,872 

諸収入        1,169 

一般財源      70,299 報酬         39,976 

職員手当      8,192 

共済費       8,605 

報償費       8,365 

旅費        2,346 

需用費       3,130 

 

○公民館事業  72,374 

【目的】 

「学びの輪が 人をはぐくみ 地域を支えるまち」に向けて、学びを通じた人づくり、

地域づくりを図る。 

 

【4 年度目標】 

実施内容に掲げる⑴学びのきっかけづくり、⑵未来を支える人づくり、⑶育ち合い、支

え合う家庭環境づくり、⑷地域・現代課題に対応した地域づくりに該当する 229 事業の受

講者延べ人数：13,657 人 

 

【実施内容】 

１ 全体概要 

公民館で行う事業等を次の 5 つに分類するとともに、新型コロナウイルス感染症対策

を講じながら、全ての地区公民館で実施する。 

⑴ 学びのきっかけづくり 

地域住民のニーズに応じた趣味や教養講座等を通じて個人の学びの意欲を高めると

ともに、交流の輪を広げる。 

「ふるさと探訪」、「ハンドメイド講座」、「健康体操教室」など 68事業を行う。 

⑵ 未来を支える人づくり 

地域資源及び地域の人材を活用した体験活動や交流等を通じて、子どもたちの豊か

な心を育む。 

「子ども体験教室」、「自然観察教室」など 42 事業を行う。 

⑶ 育ち合い、支え合う家庭環境づくり 

子どもが健やかに育つよう家庭の教育力向上を図るとともに、地域で家庭教育につ

いて学ぶ機会を提供することにより、子育てを支え合う環境づくりに努める。 

    「家庭教育支援講座」、「親子活動講座」など 58 事業を行う。 

⑷ 地域・現代課題に対応した地域づくり 

   各地域自治区における地域の課題や現代ならではの課題等について学習することに

より、課題解決に向けた意識を高める。 

   「ふるさと未来づくり事業」、「文化の伝承講座」、「防災講座」など 61 事業を行う。 

⑸ 行動する人への支援 

これから行動しようとする人や自主的に活動している団体、個人への活動支援を通

じて、地域活力の維持・向上を図る。 

「生涯学習フェスティバル」、「地域スポーツ大会」など 136 事業の活動支援を行う。 
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２ 重点事業 

少子高齢化や核家族化など世帯構成の変化に伴う家庭の教育力の低下、地域コミュニ

ティの希薄化などによる地域力の低下といった現代課題に対応するため、以下の事業に

重点的に取り組む。 

 

事業名 概要 

家庭教育支援講座 保護者等を対象として、家庭や地域の教育力向上

を図るための講演会や体験教室等を、全ての地域自

治区で実施する。 

ふるさと未来づくり事業 様々な地域課題等の現状を捉え、地域の活動団体

等とも連携しながら、実情に応じた課題解決の手法

を培い、地域づくりにつながる行動の輪を広げる。 

 

○公民館図書室事業  1,180 

【目的】 

地域の拠点である公民館で身近に本を手に取る機会を提供するとともに、利用団体等の

活動に資するよう、図書資料の充実を図る。 

 

【実施内容】 

・公民館利用者や利用団体等の意見や要望を参考に、図書資料の充実を図る。 

・公民館事業を経て継続的に活動する自主グループが活用できるよう、公民館活動や地域

づくりに関連した図書を購入する。 
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歳出科目（Ｐ316～Ｐ317） 10 款 5 項 2 目 公民館費 

単位：千円 

事    業    名 本 年 度 前 年 度 比   較 

公民館施設整備事業 31,889 0 31,889 

  

主 な 財 源 主 な 経 費 

一般財源      31,889  

 

 

委託料          31,889 

 

 

 

【目的】 

利用者が安全安心に、かつ快適に利用できるよう、施設整備を行う。 

 

【4 年度目標】 

金谷地区公民館の移転整備を計画的に進めるため、地質調査及び建築設計を行う。 

 

【実施内容】 

・地質調査委託料   6,534 

    実施場所：金谷区内の市有地 

  ・建築設計委託料  25,355 

    施設概要：木造平屋建、延床面積 約 550 ㎡ 
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歳出科目（Ｐ316～Ｐ319） 10 款 5 項 2 目 公民館費 

単位：千円 

事    業    名 本 年 度 前 年 度 比   較 

公民館管理運営費 154,313 170,303 △15,990 

  

主 な 財 源 主 な 経 費 

使用料及び手数料  6,802 

財産収入         95 

諸収入         1,268 

市債         8,800 

一般財源     137,348 

 

報酬           26,908 

給料         8,770 

需用費       44,625 

委託料            37,529 

使用料及び賃借料   6,678 

工事請負費      11,498 

 

【目的】 

地域活動の活性化を促すため、公民館の適切な管理運営を行う。 

 

【実施内容】 

地域住民が安全安心に、かつ快適に利用できるように、新型コロナウイルス感染症対策

を講じながら、地区公民館及び分館の適切な管理運営を行う。 

 

【事業費内訳】 

地 区 名 事業費 
項 目 

報酬及び給料 需用費 委託料 工事請負費 その他 

合 併 前 

上 越 市 
62,094 14,760 18,223 16,485 3,985 8,641 

浦川原区 2,054 0 849 1,053 0 152 

大 島 区 7,158 2,609 1,549 1,719 0 1,281 

牧 区 294 0 41 0 0 253 

柿 崎 区 28,226 4,006 8,681 5,412 7,513 2,614 

大 潟 区 8,305 4,151 1,238 734 0 2,182 

頸 城 区 11,638 1,358 5,090 573 0 4,617 

吉 川 区 5,982 2,502 1,570 520 0 1,390 

板 倉 区 8,436 1,754 2,570 3,153 0 959 

三 和 区 6,451 2,784 1,709 472 0 1,486 

名 立 区 13,675 1,754 3,105 7,408 0 1,408 

合 計 154,313 35,678 44,625 37,529 11,498 24,983 

※安塚区（コミュニティプラザ）、中郷区（はーとぴあ中郷）及び清里区（総合事務所）は、

（ ）内の併設施設に予算を計上 
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歳出科目（Ｐ318～Ｐ319） 10 款 5 項 2 目 公民館費 

単位：千円 

事    業    名 本 年 度 前 年 度 比   較 

市民交流施設高田城址公園オーレンプ

ラザ管理運営費 
42,837 44,429 △1,592 

  

主 な 財 源 主 な 経 費 

使用料及び手数料  10,629 

財産収入       1,279 

諸収入        113 

一般財源           30,816 

 

報償費            60 

需用費             15,335 

役務費                535 

委託料             25,047 

使用料及び賃借料  1,735 

備品購入費           125 

 

【目的】 

多くの市民が集い、語らい、活動し、交流する場として、充実した活動を行うことがで

きるよう、施設の適切な管理運営を行う。 

 

【実施内容】 

市民が気軽に、かつ安全安心に施設を利用できるよう、新型コロナウイルス感染症対策

を講じながら適切な管理運営を行う。 

 

【施設の概要】 

所 在 地 本城町 8番 1号 

構 造 等 鉄筋コンクリート造及び鉄骨造 3階建て 延床面積 5,004.49 ㎡ 

施設内容 

ホール施設…ホール、スタジオ、練習室 1・2・3、楽屋 1・2・3、団体活動室 

集会学習施設…研修室、会議室、多目的室、陶芸室、創作室、調理実習室、 

和室 1・2 

こどもセンター 

中庭、共用部、広場 

開館時間 

ホール：午前 9時～午後 10 時 

こどもセンター：午前 8時 30 分～午後 5時 

その他の施設：午前 8時 30 分～午後 10 時 

休 館 日 第 2・第 4火曜日（休日の場合は翌日）、12 月 29 日～翌年 1月 3日 
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